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例会出席と職業奉仕
ロータリーの例会は、職業人が集まり、
時間を共有し、「親睦」を深め、互い
に学び合う「人づくり」の場でもある。
例会で様々な考え方に会い、自らを高
めていくことが求められる。
例会の場で人脈を培い、それぞれの職
業活動を通じて人づくりを経験し、
「例会 職業奉仕 例会」という
状況を理解していくことがロータリア
ンとして成⾧する要素と考える。親睦 Fellowship を深める最

適な機会が例会出席であり、
親睦とは温かい友情と相互
の個性を尊重し、欠点を宥
恕しあう寛容の心を確かめ
ることで醸成される。



ロータリアンが
[何を優先させ]

[どのような行動を
取るのか]

戦略計画の指針として

【中核的価値観】
Core Values

が2007年に採択された



ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意
義ある事業の基礎として
奉仕の理念を奨励し、こ
れを育むことにある。

(主文)

具体的には、次の各項を
奨励することである。

綱領 目的
奉仕の理想 奉仕の理念
有益な事業 意義ある事業
世界的親交 世界的ネットワーク

[2012年 日本語訳変更]

第 1 ;

第 3 ;
第 4 ;

第 2 ; 職業上の高い倫理
基準を保ち、役立つ仕
事はすべて価値あるも
のと認識し、社会に奉
仕する機会としてロー
タリアン各自の職業を
高潔なものにすること



職業奉仕指針の変遷
• 1915年 全分野の職業人を対象とするロータリーの
倫理訓 (道徳律)

• 1927年 四大奉仕部門採択
• 1943年 「四つのテスト」正式採用
• 1987年 職業奉仕に関する声明
• 1989年 ロータリアンの職業宣言
• 2011年 ロータリーの行動規範

2014年 改訂版
• 2014年 ロータリアンの行動規範
• 2019年 改訂版



[全分野の職業人を対象とする
ロータリー倫理訓](道徳律)は、
職業倫理に関する基本的な考え
方をまとめたもので、1915年サ
ンフランシスコで開催された第
6回ロータリークラブ国際連合
会年次大会で採択された。
自分の取引や野心、諸関係は常
に社会の一員としての最高の義
務を考慮すべきものとしている。

全分野の職業人を対象とする
ロータリー倫理訓 (道徳律)



5. 自ら携わる職業の水準を高める
ため全力を捧げ、仲間が私のや
り方を手本にすることが賢明で
あり、また利益をもたらし、幸
福に繋がる道だと悟るよう仕事
をすすめる

6. 事業を営む場合には、同業者と
同等又はそれに優るサービスを
提供する。もしそれに自信がな
ければ採算上厳しい限度を超え
ても、それを上回るサービスを
心がける

7. 専門職務または事業に携わる者
にとって、最大の資産は友人で
あり、友情の故に得られた便益
は何れも皆道徳的にしてかつ正
当なものと理解する

8. 真の友人とは、互いに何ら求め
るところのないもの。されば利
益のために友情の絆を乱用する
ことはロータリーの精神に反す
るのみである

1. 価値ある職業の意義に目覚める。
職業は社会に奉仕する絶好の機会
として与えられたもの

2. 自己革新に努め、能力を高め、奉
仕の輪を広げ、それによって信奉
するロータリーの基本理念、「最
もよく奉仕する者 最も多く報い
られる」ということを実証する

3. 自分は事業の人である。従って成
功への野心もある。しかし、それ
より先に、道徳的人間であること
を自覚する。最高の正義と道徳に
基づかない成功は望むところでな
い

4. 収入を得る為に商品、労力、知能
を提供するが、それに関わる当事
者が等しくそれによって潤う場合
のみ、適法と心得る



9. 現実の社会秩序に照らして、明らか
に自分以外の人には与えられないよ
うな、ある種の機会に不当に乗じて
個人的成功を収めることは、適法か
つ道徳的とは認められない。また物
質的成功を得る為に、世人が道徳的
に問題ありとして避けるようなこと
に、断じて手を染めない

10. 人間社会の他の人びとに対して負
う義務以上のもの同僚ロータリアン
に対して負うものではない。何故な
らロータリーの真髄は、競争でなく
協力にある。ロータリーの組織にお
いて偏狭な党派の存在は、断じて許
されない。またロータリアンは、人
権が単にロータリークラブに限られ
ているものでなく、広く深く全人類
に存在するものと断言して憚らない。
この高い理想の故にこそ、ロータ
リーはすべての組織に属する全ての
人びとを啓蒙すへく存在する

11.結論的に言えば、黄金律の普遍性を信
じる。「すべて人にせられんと思うこ
とは、人にもまたその如くせよ」そし
て我々は、最善の人間共存社会とは、
地球上の天然資源に対して、すべての
人々に平等に門が開かれること、と主
張して止まない



ロータリアンの行動規範 (2019年1月 理事会会合)
ロータリアンとして、私は以下のように行動する

1. 個人として、また事業において高潔さと高い倫理基準をもって行動する

2. 取引の全てにおいて公正に努め、相手とその職業に対して尊重の念を
もって接する

3. 自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別のニーズを抱え
る人びとを助け、地域社会や世界中の人びとの生活の質を高める

4. ロータリーや他のロータリアンの評判を落とすような言動は避ける

5. ロータリーの会合、行事、活動においてハラスメントのない環境を維持
し、ハラスメントの疑いがあれば報告し、ハラスメントを報告した人へ
の報復が起こらないようにする





職業奉仕に関する重要なメッセージ
(ロータリー章典8.030.3.)

ロータリアン、クラブおよび地区は、職業奉仕の支援において
以下の戦略を実施すべきである。

• 新会員の勧誘と入会において職業と職業分類の重視を強化す
る

• クラブの活動において職業を重視する手段を特定する

• クラブおよび地区レベルのロータリーにおいて、高潔の精神
でビジネス・ネットワークを広げる活動を更に強調する

• 新世代の勧誘と指導の手段として、高潔の高潔の精神でビジ
ネス・ネットワークを広げる活動を更に重視する

• 「四つのテスト」と「ロータリアンの行動規範」の関係、更
にこれらがロータリーの価値観において如何に重要かを強調
する

(2012年1月 RI 理事会会合)



職業奉仕に関する声明
(ロータリー章典8.030.1.)

職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理念の実践
をロータリーが培い、支援することである。

「ロータリーの目的」第2項は職業奉仕の基礎として具体的には、
以上を奨励し、育む。

• 職業上の高い倫理基準
• 役立つ仕事はすべて価値あるものとの認識
• 社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔な
ものとすること

上記の職業奉仕の理想に本来込められているのは次のものである。

1. 雇主、従業員、同僚への誠実忠実さ、またこの人たちや同業者、一般の
人びと、職業上の知己すべての公正な扱い。

2. 自己の職業上の手腕を社会の問題やニーズに役立てること。



職業奉仕はどう実践するか ?
• 例会で各会員の職業について話し、互
いの職業について学び合う

• 地域社会での奉仕プロジェクトで職業
スキルを生かす

• 高潔の精神で仕事に取り組み、言動を
通じて模範を示すことで倫理的な行動
を周囲に促す

• 若者のキァリア目標を支援する
• 専門能力の開発を奨励し、指導する

(職業奉仕の手引き 255-JA)



Max Weber
(1864-1920)

ドイツの社会・
政治・経済学者

職業奉仕 Vocational Service

プロティスタンテイズムの倫理と資本主義の精神
Die protestantishe Ethik und der Gaist des Kapitalismus

天職という概念は、世俗の職業は神の思し召しで
あり、神の意志に従うという思考。
中世において宗教的意義が認められている仕事は、
世俗外に生きる聖職者の仕事のみだったが、世俗
内の日常的労働に宗教的意義をもたせるようにな
つたのが、「天職」という言葉であり、観念であ
つた。



天職
(Vocation ,Calling )
(Beruf) という言
葉は、宗教改革の
時に行われたマル
チン・ルターの聖
書翻訳に由来する

天職という観念は、
世俗の職業は神の召
命であり、神から与
えられた義務を遂行
することこそが神の
意志に適うと考える

中世においては宗教的意義
が認められている仕事は、
世俗的に生きる聖職者の仕
事のみであった。だが、世
俗内の日常的労働に宗教的
意義を持たせるようになっ
たのが、「天職」という言
葉であり、観念だった。



き禁欲的プロ
ティスタンテ
イズムは、金
儲けは高く評
価されるもの
でなく、特に
カルヴァン主
義は最も禁欲
的であり、金
儲けを強硬に
否定する宗教
だった。

金儲けに正
当性を与え
られない社
会では、金
儲けは当然
抑制され、
近代資本主
義に発展す
ることはな
い筈である。

しかし、最初から
利潤の追求を目的
とするのではなく、
行動的禁欲をもっ
て天職に勤勉に励
み、その結果とし
て利潤を得るので
あれば、その利潤
は安くて良質な商
品やサービスを
人々に提供した
「隣人愛」の実践
であり、その労働
が神の御心に適っ
ている証であり、
救済を確信させる
印である。



世界のロータリーでは自分の職
業上のスキルを生かした奉仕活
動は、個人であれクラブが行う
ものであれ、全て立派な「職業
奉仕」の活動として実践されて
いる。
国際ロータリーが定義してい
る
「職業奉仕」とはロータリーク
ラブの奉仕部門と一つとしてい
る。現在日本のロータリーと国
際ロータリーとの間には残念な
がら不幸な現状がある。
日本のロータリーは、世界全体
の活動の中で大きな潮流や変化
に取り残されつつある。

(2840地区前橋RC –本田博己 PG)

職業スキルでの活動が世界
標準であるとすれば、日本
におけるこれまでの現状で
は確かに異様な風景に写る
かも知れない。しかし、立
ち止まって世界標準と言わ
れている職業奉仕が本当に
ロータリーが取り組むべき
本筋だろうかと考える。
ロータリー運動がそこだけ
に特化してよいものだろう
か。職業奉仕の考えが矮小
化されていないか。

(2620地区甲府北RC 小林聰一
郎PG)



地区委員会
(ロータリー章典17.030.2)
以下の地区委員会を任命する

1. 財務
2. 会員増強
3. 公共イメージ
4. ローター財団
5. 研修

任意の地区委員会

1. 学友
2. 社会奉仕
3. 国際奉仕
4. 国際大会推進
5. 地区大会
6. 多様性、公平さ、インクルージョン
7. インターアクト
8. ローターアクト
9. ロータリー青少年指導者育成プログ
ラム

10. 青少年交換
11. ロータリー友情交換

* 地区規則・手続委員会



日本には古来、近江商人にみられる
様な伝統的町人道、士魂商才が兼ね
備わっていた。日本人の職業奉仕信
仰は、こうした雰囲気の中で温めら
れてきたことを見逃してはならない。
われわれ日本のロータリアンは、国
際ロータリーが年毎に職業奉仕とい
う課題から遠ざかって、慈善事業に
傾斜していくのを憂慮している。
勤労と質素を美徳とするピューリタ
ン思想が色濃く残っていた時代には、
日本の伝統的宗教観と職業観とは見
事に共鳴していた。

佐藤千寿 (1918-2008)
1968-69 東京東RC会⾧
1974-75第258地区

ガバナー
1986 RI文献翻訳諮問

委員







石田梅岩
(1685-1744)

江戸時代の思想家、
倫理学者

石門心学

石田梅岩を開祖とし、仏教、儒教、神
道の三つの思想を基礎とした思想
[世間の有様をみれば立派な商人のよ
うに見えるが、暴利をむさぼる者あり。
真の商人は先も立ち、我も立つことを
思うなり]
「商人道の本質は、勤勉・誠実・正直
に精神に立つ戻ること。

「満足」という商品 「感謝」という対価
「真実」という商品 「信用」という対価



ロータリーの樹



間違いなくロータリークラブは生きている
組織です。全ての組織体と同じく、成⾧し
なければ滅亡することを、私は認めます。
成⾧が停止した時に、衰退が始まります。
しかし、成⾧の話をするに当たり、配慮し
なければならないことは、単に会員の数を
増やそうと言うのではありません。ロータ
リーを前進させ、ロータリーの理想に触れ
て自らを磨くことの出来る高い資質を有す
る人が必要なのです。我々は職業分類の原
則を無視し、新会員にロータリー情報を十
分に説明せず、出席の重要性や職業倫理を
強調するのを怠ってきました。

(2007年11月 RI 2580地区大会 特別講演)



我々多くの者は憂
慮に堪えないので
あるが、ロータ
リーがその上に樹
立されて今日の力
と安定にまで築き
上げられたその基
本的特質の二つが
次第に稀薄に、さ
らにより稀薄にさ
れる方向に向かう
傾向がある。
その二つとは、会
員制度における職
業分類の原則と、
もう一つは例会へ
の規則的な出席で
ある。

高い倫理基準を保持
している職業奉仕を
失うならば、ロータ
リーは地域の単なる
奉仕団体に成り下が
る。



職業分類
職業分類の原則は、クラブ
が地域社会をより多様に反
映できるようにするための
ものである。ロータリー各
会員は、各自の事業、職業、
または社会奉仕の種類に応
じて分類される。
クラブが更に発展できる分
野を見極めるために、職業
分類のリストを活用する。
クラブは地元地域の現在の
職業構成を反映させた職業
分類調査を行うよう努力す
る。

制定案 16-36
[会員身分と職業分類に柔軟
性を認める件]
提案者 RI 理事会
クラブ細則の中で、会員の
職業分類システムを削除ま
たは修正したり、会員身分
に関する規定の一部を修正
できるよう、個々のロータ
リークラブに柔軟性を与え
ることを目的とする。
現行の職業分類の維持、入
会資格の目的としては完全
に削除またはより厳格、ま
たは緩やかなものの変更の
いずれかを選ぶ柔軟性をク
ラブに与える。



ロータリーが精神文化であ
り、倫理運動であり、人間
育成の道場だとすれば、輝
かしい古来の職業奉仕の理
想に繋がる風潮を日本人に
は伝統的に伝えられてきた
歴史があります。
私たちは、今改めて臆せず
に職業奉仕の原点を追い求
める決意を示したいと思い
ます。



どうする
職業奉仕

【原点に還る】とは困迷し
た時、歩んできた道を出発
点に戻って、その時の心情
に思いを馳せること



五大奉仕部門 (RC 定款 第6条)
(第2項)

奉仕の第二部門である職業奉仕は、事業および専門職務の道
徳的水準を高め、品位ある業務はすべて尊重されるべきであ
るという認識を深め、あらゆる職業に携わる中で奉仕の理念
を実行していくという目的を持つものである。
会員の役割りには、ロータリーの理念に従って自分自身を
律し、事業を行うこと、そして自己の職業上の手腕を社会の
問題やニーズに役立てるために、クラブが開発したプロジェ
クトに応えることが含まれる。

下線文は2016年規定審議会で追加された

全てのクラブは、今後のあらゆる改正を含め、標準クラブ定款を
採用するものとする。(RI 細則)



過酷なビジネス環境のもと、多くの企業が倒産して
いく中でも業績を伸ばしている業者がいることを
アーサー・シェルドンは見出した。それは「商品の
適正な価格と品質」「優れた接客態度」「嘘偽りの
ない広告」「アフターフォロー」などで、これらを
彼は[サービス]と定義した。

シエルドンは、ロータリー職業奉仕理念の中核となった「One 
profits most who serves best 最もよく奉仕する者最も多く報い
られる」に基づく「サービス学」の概念をサイエンスとして捉
え、継続的な事業の発展には、職業を通じて社会に貢献する意
図をもって事業を営むべきと考えた。来たるべき修正資本主義
を先取りした極めて斬新なものであった。




